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論 文 内 容 の 要 旨 
曲面バンドルが与えるモノドロミー表現と Thurstonによる曲面の自己同型写像の分類との間に存する関係
を考察しよう。本論文においては、単純であるが興味深い具体例であるFadellおよびNeuwirthによるファイ
ブレーションを取り扱うことにする。 
非例外型の曲面Xにおける相異なる点の列｛x 0 1，x
 0
 2，･･･｝に対し、Xｎ＝X∖｛x
 0
 1，･･･，x
 0
 ｎ｝によって曲面Xn
を定義する。写像類群 Mod(Xn)とは、向きを保つ位相写像 f：Xｎ→Xｎのイソトピー類がなす群であり、曲面 X
の配置空間FnXとは、Xの相異なるｎ個の点を要素とする空間である。FnXの基本群π1(FnX)は、Xの純組み紐
群と呼ばれる。 
Fn+1X から FnXの上への自然な射影πは、底空間 FnXの上のファイバーXnをもつファイバーバンドルとして
Fn+1Xを表現する。このようなファイバーバンドルは、底空間FnXにおける閉経路に沿った移送によるファイバ
ーXnのねじれを記録するようなモノドロミー写像 ɩ：π1(FnX)→Mod(Xn)を与える。Mod(Xn)におけるπ1(FnX)のɩ
による像は、モノドロミー群と呼ばれ、Isot(X,n)と記される。 
本論文における主結果は、つぎのように述べられる。 
 
定理。単位元ではないｆ∈Isot(X,n)は、有限位数を持たない。また、∱は、つぎの三つの条件の内の少なく
とも一つを満足するβ∈π1(FnX)によって引き起こされるときかつそのときに限って可約である。 
 
(i)βは、非蔓延(non-spreading)である。 
(ii)βは、境界分割(boundary partition)をもつ 
(iii)βは、{1，2,･･･,n}における一点集合ではない部分集合の上の管状構造(tube structure)をもつ。 
 
Thurstonの分類は、曲面の自己同型写像が誘導する。(Teichmuller)モジュラー群の元を見ることで得られ
るのであった。条件(i)、(ii)および(iii)の何れをも満足しないβ∈π1(FnX)によって引き起こされる∱
∈Isot(X,n)が非可約であることを証明するに当たっては、Teichmuller理論が利用されるであろう。なお、こ
こでの証明においては、Mumfordによるモジュライ空間の幾何に関するある基本的な結果が必要となる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、曲面バンドルから導かれるモノドロミー表現とThurstonによる曲面の自己同型写像の分類との間
の関係を考察したものである。 
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 非例外型の曲面 X における相異なるｎ個の点の列｛x 0 1，･･･，x
 0
 ｎ｝に対し、曲面Xｎ＝X∖｛x
 0
 1，･･･，x
 0
 ｎ｝を
考える。写像類群Mod(Xn)とは、向きを保つ位相写像∱：Xｎ→Xｎのイソトピー類がなす群であり、曲面Xのn点
配置空間FnXとは、Xの相異なるn個の点を要素とする空間である。FnXの基本群π1(FnX)は、Xの純組み紐群
と呼ばれる。 
Fn+1XからFnXの上への自然な射影πは、底空間FnX上の、ファイバーX∖｛x1･･･,xn｝をもつファイバーバンド
ルとしてFn+1Xを表現する。このようなファイバーバンドルは、底空間FnXにおける閉経路に沿った移送による
ファイバーXnのねじれを記録するようなモノドロミー写像ɩ：π1(FnX)→Mod(Xn)を与える。Mod(Xn)におけるπ
1(FnX)のɩによる像は、モノドロミー群と呼ばれlsot（X,n）と記される。 
 本論文における主結果は、つぎのように述べられる。 
 
定理。単位元でない∱∈Isot(X,n)は、位数有限でない。また、∱はつぎの3つの条件のうちの少なくとも1つを
満足するβ∈π1（FnX）によって引き起こされるときかつそのときに限って可約である。 
 
  (i)βは非蔓延（non‐spreading）である。 
 (ii)βは境界分割（boundary partition）をもつ。 
(iii)βは｛1，2，…,ｎ｝における1点集合でない部分集合上の環伏構造(tube structure)をもつ。 
 
条件（i），(ii)，(iii)のいずれも満たさないβ∈π1（FnX）によって引き起こされる∱∈Isot(X,n)が非可約
であることを証明には、タイヒミュラー空間と擬等角写像の理論、および双曲幾何が使われる。ここで使われ
た方法は、今後の研究においても有力な道具になることが期待される。 
以上の結果は、写像類群の元の分類において重要な知見をもたらすものであり、博士（理学）の学位授与に
値するものと審査した。 
